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評価コメント 

本研究課題は嗅覚の嗅上皮での受容メカニズム、嗅上皮―嗅覚糸球―上位脳中枢までの情報伝達マ

ッピングの形成メカニズム、および嗅覚情報によって制御される行動の脳内情報処理機構を明らかに

することを目的とし、以下の課題を中心に行われている。 
まず、１嗅細胞における１受容体発現ルールについては、発現受容体以外の受容体を発現に対するb

―アレスチンカスケードによる抑制機構の解析を行っている。 
次に、嗅細胞と嗅球糸球領域投射配列（１神経―１糸球ルール）に関しては、背腹側方向では、eph

rin-AやKirrel2など軸索間相互作用因子を同定し、遺伝子改変動物を用いて検証している。また、前後

方向の配列決定にはcAMPの濃度勾配の関与を明らかにしつつある。 
さらに、ジフテリア毒素を用いた嗅細胞ゾーン特異的除去によって、嗅細胞と僧帽細胞のゾーン形

成は独立して行われることを明らかにするとともに、嗅球背側領域は忌避行動などの本能行動に関連

しており、におい認知や学習・認知行動形成は他嗅球領域が関連していることを見出し、嗅覚による

本能・高度認知行動発現に関しては、感覚器レベルでの棲み分けが存在していることを明らかにして

いる。 
いずれの研究課題も当初計画以上に進んでおり、論文掲載・投稿準備も着実に行われている。また、

高次中枢である嗅皮質における嗅情報処理および認知行動発現メカニズム連関に着目し、感覚と本

能・認知行動連関の新たな展開も開始しており、着実な成果を期待したい。 
なお、研究費・備品の活用状況に関しては、本研究費で購入した大型備品である多光子励起顕微鏡

も既に稼働しているほか、実験遂行上必要な、膨大な遺伝子改変動物の飼育に関して、経費の効率的

執行にも十分な努力が認められるなど、特に問題はなかった。 
 

 

 


